
（1）講義 講義：２４０１講義室

第１層 第２層 第３層 第４層

R7.4.1 火 1・2 総論、生と死、死因論 GE 03 06 01 佐藤　寛晃

4.2 水 1・2 異状死体、死体検案、生活反応 SO 03 01 02 佐藤　寛晃

4.7 月 1・2 死体現象① GE 03 06 01 梅原　敬弘

4.8 火 1・2 死体現象② SO 03 01 02 梅原　敬弘

4.9 水 1・2 損傷総論、鋭器損傷① PS 03 05 12 佐藤　寛晃

4.14 月 1・2 鋭器損傷②、鈍器損傷 PS 03 05 12 佐藤　寛晃

4.15 火 1・2 銃器損傷、交通事故損傷 PS 03 05 12 佐藤　寛晃

4.16 水 1・2 頭部損傷 PS 03 05 12 佐藤　寛晃

4.21 月 1・2 頭部以外の損傷 PS 03 05 12 佐藤　寛晃

4.22 火 1・2 窒息総論、窒息各論① PS 02 07 01 佐藤　寛晃

4.23 水 1・2 窒息各論② PS 02 07 02 佐藤　寛晃

4.30 水 1 窒息各論③　 PS 03 05 04 佐藤　寛晃

4.30 水 2 小テスト 全教員

5.7 水 1・2 物体検査 SO 03 01 04 梅原　敬弘

5.12 月 1・2 個人識別 SO 03 01 04 梅原　敬弘

5.13 火 1・2 血液型① PS 01 04 02 神田　芳郎（学外）

5.14 水 1・2 血液型② PS 01 01 07 梅原　敬弘

5.19 月 1・2 中毒総論 PS 03 05 06 田中　敏子

5.20 火 1・2 中毒各論① PS 01 01 07 梅原　敬弘

5.21 水 1・2 中毒各論② SO 03 01 04 梅原　敬弘

5.26 月 1・2 中毒各論③　 SO 03 01 04 梅原　敬弘

5.27 火 1・2 内因性急死、感染症関連死 PS 02 01 01 木村　聡（学外）

5.28 水 1・2 異常環境下の障害 PS 03 05 10 佐藤　寛晃

5.30 金 1・2 過労死と労働災害死、周産期の障害、 PS 02 11 05 佐藤　寛晃

6.2 月 1 児童虐待 SO 01 03 05 佐藤　寛晃

6.2 月 2 小テスト 全教員

6.6 金 1・2 医事法総論（医療と法） SO 05 01 01 和泉澤 千恵（学外）

6.9 月 1・2 医療を取り巻く法的・倫理的問題 CS 05 05 02 佐藤　寛晃

6.11 水 1・2 医療過誤と医療関係者の責任 CS 05 03 02 佐藤　寛晃

6.12 木 1・2 復習テスト 全教員

6.16 月 1・2 死亡診断書・死体検案書の書き方 SO 03 01 03 佐藤　寛晃

全レポート提出（6.23（月）17：00締切）

（2）実習 実習：２２０４，２３０４実習室

第１層 第２層 第３層 第４層

R7.6.9 月 3～8 赤血球型検査 PS 01 01 07 全教員

6.10 火 3～8 唾液検査 SO 03 01 04 全教員

年　月　日 曜　日 時　限
コアカリ項目

担　　当　　者授　　　業　　　項　　　目　（　内　　容　）

担　　当　　者年　月　日 曜　日 時　限
コアカリ項目

授　　　業　　　項　　　目　（　内　　容　）

ねらい

学修目標 

１． 医学上の生と死および死因論について説明できる。（Ⅱ-3, Ⅱ-5）

２． 死体現象を列記し、その発生機転と死後経過時間を説明できる。（Ⅱ-3, Ⅱ-5）

３． 診療時の損傷検査における法医学的診断事項と診断方法を述べることができる。（Ⅱ-6，Ⅳ-4）

４． 法医学上の窒息の定義および窒息の手段別分類形態における生体の反応を説明できる。（Ⅱ-5）

５． 異常環境による障害を列挙し、その機序を説明できる。（Ⅱ-5）

６． 内因死・感染症関連死の法医学的問題点を列記できる。（Ⅱ-3, Ⅱ-5）

７． 嬰児殺・小児虐待の法医学的診断事項を説明できる。（Ⅱ-3, Ⅱ-5）

８． 中毒患者に対する法医学的留意点を列記できる。（Ⅱ-3, Ⅱ-5）

９． 血液型に係わる法医学上の問題点を列記できる。（Ⅱ-2, Ⅱ-6）

１０． 診療行為が違法とはならない理由を説明できる。（Ⅰ-2）

１１． 医師の義務および診療契約について説明できる。（Ⅰ-2）

１２． 医療文書を適切に作成できる。（Ⅳ-6）

１３． 医療事故に潜む問題点を列記できる。（Ⅳ-7）

事前事後学習の方法

講義について

１． 予習：教育要項に記載されている授業項目について、参考書などで事前に予習しておくこと。

２． 復習：配布された講義プリントと参考書を熟読して講義内容を復習すること。

実習について

１． 予習：実習書をよく読むこと。

２． 復習：実習レポートを作成すること。

１． 復習テスト（約5割）、理解度チェックのための小テスト（約3割）、実習レポート（約1割）、検案書作成（約1割）とし、

理解度が6割に達していない場合には、口頭試問を追加実施して、総合的に判断する。

２． 100点満点換算で、A、B、C、D、Fの5段階評価とする。

学生のための法医学、改訂7版、2024年、南山堂

○ 参　考　書

特に指定しない。

法医学

担当責任者　教授 （法医学）　佐藤　寛晃

成績評価方法・基準

【Forensic Medicine】

　すべての医行為における「医と法」との無数の接点における課題の本質を理解する。具体的には生体および死体を問わず、さらには

物体（体液斑、組織片など）の検査、診断に当たって法医学的思考方法を修得する。法医解剖に積極的に参加する。

　医事法制では、医師法および医療法を始めとし医療行為に係わる法規の立法精神を学ぶ。さらに医師と患者間の人間関係の倫理的

問題点にも目を向ける。医療事故の発生について、その基本的原因と法的側面を理解する。

○ 教　科　書
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